










　

母
校
キ
ャ
ン
パ
ス
は
今
春
も
喜
び
に
包
ま
れ

た
。
卒
業
式
が
三
月
十
九
日
に
行
わ
れ
、
大
学
院

生
百
九
十
二
人
を
含
め
て
四
千
二
百
二
人
が
巣

立
っ
て
行
っ
た
。
社
会
人
に
な
る
と
同
時
に
有
信

会
の
会
員
に
な
る
。
母
校
の
卒
業
生
総
数
は
約
二

十
四
万
四
千
人
に
な
っ
た
。
続
い
て
入
学
式
は
四

月
一
日
。
五
万
人
を
超
し
た
志
願
者
の
中
か
ら
四

千
五
百
二
十
一
人
と
大
学
院
二
百
七
十
九
人
の
合

わ
せ
て
四
千
八
百
人
が
、
新
緑
が
薫
る
有
信
並
木

を
く
ぐ
っ
た
。
キ
ャ
ン
パ
ス
内
は
ち
ょ
う
ど
サ
ク

ラ
が
満
開
。
喜
び
の
日
に
花
を
添
え
た
。

　

卒
業
生
の
三
九
％
が
晴
れ
着

や
は
か
ま
姿
の
女
性
、
付
き
添

い
の
家
族
も
多
く
キ
ャ
ン
パ
ス

内
は
一
気
に
華
や
い
だ
。
ブ
ラ

ス
バ
ン
ド
部
の
式
典
序
曲
演
奏

で
始
ま
っ
た
式
典
で
は
、
ま
ず

学
位
記
の
授
与
。
ス
テ
ー
ジ
上

で
、
衛
藤
学
長
が
各
学
部
と
大

学
院
の
代
表
十
一
人
に
卒
業
証

書
を
手
渡
し
た
。

　

続
い
て
学
長
式
辞
。「
卒
業

生
の
皆
さ
ん
に
は
正
義
感
と
倫

理
観
と
い
う
言
葉
を
贈
り
ま

す
。
自
分
自
身
、
家
族
、
社
会

　

好
天
に
恵
ま
れ
た
キ
ャ
ン
パ

ス
に
は
新
入
生
の
笑
顔
と
満
開

の
サ
ク
ラ
が
弾
け
た
。
式
典
会

場
の
第
二
記
念
会
堂
に
は
保
護

者
の
姿
も
溢
れ
た
。
衛
藤
学
長

が
式
辞
。
鎌
田
理
事
長
も
「
社

会
が
求
め
て
い
る
人
材
は
幅
広

い
教
養
と
高
い
専
門
的
知
識
を

持
っ
た
創
造
力
豊
か
な
人
間
。

グ
ロ
ー
バ
ル
に
活
躍
で
き
る
人

材
で
す
」
と
あ
い
さ
つ
し
た
。

　

壇
上
に
並
ん
だ
大
学
の
役
職

員
が
次
々
に
紹
介
さ
れ
、
父
母

後
援
会
長
の
祝
辞
も
あ
っ
た
。

を
支
え
る
強
力
な
支
柱
と
し
て

活
躍
し
て
く
だ
さ
い
」
と
餞
を

在
学
生
代
表
が
「
学
友
会
の
ク

ラ
ブ
活
動
に
も
積
極
的
に
参
加

を
」
と
呼
び
か
け
、
新
入
生
を

代
表
し
て
医
学
部
の
藤
木
健
太

郎
さ
ん
が
こ
れ
か
ら
の
学
生
生

活
に
対
す
る
決
意
を
述
べ
た
。

　

式
典
に
は
昭
和
四
十
六
年
卒

の
Ｏ
Ｂ
も
希
望
者
四
十
五
人
が

招
待
さ
れ
、
二
階
の
左
側
ス
タ

ン
ド
か
ら
見
守
っ
た
。
ま
た
右

側
ス
タ
ン
ド
に
は
校
歌
斉
唱
の

た
め
メ
ー
ル
ハ
ー
モ
ニ
ー
部
が

着
席
し
た
が
、
こ
こ
に
も
Ｏ
Ｂ

十
三
人
が
同
席
、
日
ご
ろ
の
ノ

述
べ
た
。
学
校
法
人
の
鎌
田
迪

貞
理
事
長
も
「
社
会
の
変
化
に

適
切
に
対
応
す
る
た
め
学
び
続

け
る
こ
と
が
大
切
」
と
あ
い
さ

つ
し
た
。

　

有
信
会
の
川
畑
理
事
長
の
祝

辞
、
在
学
生
の
送
辞
、
卒
業
生

の
答
辞
な
ど
も
あ
っ
た
。ま
た
、

課
外
教
育
活
動
で
優
秀
な
成
績

を
収
め
た
学
生
を
表
彰
す
る
学

長
賞
が
ス
ポ
ー
ツ
科
学
部
卒
業

の
梅
野
隆
太
郎
さ
ん
（
野
球
）

藤
嶋
栄
介
さ
ん
（
サ
ッ
カ
ー
）

に
贈
ら
れ
た
。

　

式
典
を
終
え
た
卒
業
生
の
中

に
は
会
場
の
表
で
待
ち
か
ま
え

る
ク
ラ
ブ
活
動
の
後
輩
た
ち

に
、
胴
上
げ
な
ど
の
祝
福
を
受

け
る
姿
も
あ
っ
た
。

ド
を
披
露
し
た
。
一
方
、
愛
好

会
会
館
で
は
こ
と
し
も
新
入
生

の
た
め
の
リ
サ
イ
ク
ル
マ
ー

ケ
ッ
ト
が
開
催
さ
れ
た
。
卒
業

生
や
地
域
の
人
々
か
ら
寄
せ
ら

れ
た
家
具
や
電
化
製
品
約
千
点

が
無
料
提
供
さ
れ
た
。

　

母
校
と
と
も
に
歩
ん
で
参
り

ま
し
た
同
窓
会
「
有
信
会
」
は
、

学
部
ご
と
の
同
窓
会
の
ほ
か
東

京
か
ら
沖
縄
ま
で
六
十
一
の
地

域
支
部
と
三
十
八
の
職
域
支
部

で
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。
新
会

員
の
皆
さ
ん
に
と
っ
て
、
厳
し

い
社
会
で
先
輩
方
の
ア
ド
バ
イ

ス
や
交
流
に
よ
っ
て
そ
れ
ぞ
れ

の
地
域
で
心
強
い
味
方
が
で
き

る
事
と
存
じ
ま
す
。
有
信
会
は

会
員
と
母
校
を
つ
な
ぐ
架
け

橋
。母
校
を
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
し
、

絆
を
深
め
て
行
き
た
い
と
願
っ

て
い
ま
す
。

　

大
学
生
活
の
ス
タ
ー
ト
に
当

た
っ
て
心
が
け
る
べ
き
点
を
六

つ
述
べ
ま
す
。
①
強
い
意
志
、

志
を
持
つ
こ
と
。
そ
の
た
め
の

努
力
を
惜
し
ま
な
い
②
三
つ
の

「
知
」
を
学
ぶ
こ
と
。
教
養
知
、

専
門
知
、
経
験
知
で
自
分
を
磨

く
努
力
を
③
勉
学
が
核（
コ
ア
）

で
あ
る
こ
と
。
勉
学
か
ら
充
実

感
と
喜
び
を
④
時
間
を
大
切
に

す
る
こ
と
。
目
的
意
識
を
持
っ

て
過
ご
す
⑤
出
会
い
を
大
切
に

す
る
こ
と
⑥
「
建
学
の
精
神
」

と
「
校
歌
」
を
覚
え
る
こ
と
。

主
体
的
な
努
力
と
精
進
を
。

衛藤学長から学位記を渡される卒業生代表

キャンパスの満開のサクラに迎えられる
新入生たち

決意を読み上げる新入生代表
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終
身
会
費
納
入
の
お
願
い

　

有
信
会
は
終
身
会
費
に
よ

り
運
営
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

会
費
未
納
の
方
は
、
出
費

多
端
の
折
恐
縮
で
す
が
、
納

入
下
さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。

◆有信会の主なスケジュール◆
月　日　　　予定行事
８／２　八日会納涼大交流会
　　下　岡山支部総会
　　下　大分銀行支部総会
９／上　豊和銀行支部総会
　　13　神戸支部総会
　　27　商学部同窓会総会
　　下　鳥取西部支部総会
10／３　有信チャリティゴルフ大会
　　上　島根東部支部総会
　　上　大野城支部総会
　　25　大分支部総会
　　25　宮崎県支部総会
　　25　鹿児島支部総会
　　下　直鞍支部総会
11／３　ホームカミングデー
　　７　東海支部総会
　　８　大阪支部総会
　　８　京築支部総会
　　上　みやま支部総会
　　15　レディーズクラブのつどい
　　15　下関支部総会
　　中　愛媛県支部総会
　　中　八女筑後支部総会
　　下　長門支部総会
12／４　理事会・連絡協議会
　　６　香川県支部総会
　　６　忘年八日会
［注］上中下は上旬、中旬、下旬

　

当
日
は
午
前
十
時
か
ら
受
け

付
け
開
始
。
開
会
は
同
十
一

時
。
衛
藤
学
長
と
川
畑
有
信
会

理
事
長
の
あ
い
さ
つ
に
続
い
て

講
演
会
。
工
学
部
の
樋
口
壮
太

郎
教
授
が
環
境
を
テ
ー
マ
と
し

　

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力

は
福
大
卒
が
全
国
ト
ッ
プ　
Ｒ

Ｋ
Ｂ
ラ
ジ
オ
が
六
月
十
六
日
朝

九
時
か
ら
の
番
組
「
開
店
！
ウ

メ
子
食
堂
」で
、こ
ん
な
ニ
ュ
ー

ス
を
報
じ
た
。
実
は
こ
れ
、
日

本
経
済
新
聞
の
同
日
付
け
朝
刊

紙
面
を
紹
介
し
た
も
の
。
全
国

上
場
企
業
の
人
事
担
当
者
を
対

象
に
新
卒
社
員
の
出
身
大
学
に

つ
い
て
イ
メ
ー
ジ
調
査
を
実
施

し
た
と
こ
ろ
、「
対
人
力
」
の

ト
ッ
プ
が
母
校
卒
だ
っ
た
。
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
、
ス

ト
レ
ス
耐
性
、
課
外
活
動
に
積

極
的
―
な
ど
の
評
価
が
高
か
っ

た
。「
就
職
支
援
に
熱
心
に
取

り
組
ん
で
い
る
」
で
も
大
阪
工

大
と
と
も
に
四
位
。
ち
な
み
に

各
項
目
ト
ッ
プ
は
「
行
動
派
」

が
国
士
舘
大
「
知
力
・
学
力
」

は
一
橋
大
「
独
創
性
」
が
信
州

大
「
専
門
性
・
仕
事
力
」
は
東

京
工
大
、
そ
し
て
「
総
合
ラ
ン

キ
ン
グ
」
の
一
位
は
京
都
大
。

　

サ
ッ
カ
ー
部
が
全
国
制
覇
を

目
指
し
て
九
州
Ｖ　
九
州
の
大

学
サ
ッ
カ
ー
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
大

会
決
勝
戦
が
六
月
八
日
に
小
郡

市
で
あ
り
、
母
校
と
鹿
屋
体
大

が
対
戦
。
０
―
０
の
ま
ま
Ｐ
Ｋ

戦
の
末
、
３
―
２
で
勝
っ
て
二

年
ぶ
り
九
州
王
者
に
返
り
咲
い

た
。
優
勝
は
二
十
九
回
目
。
八

月
八
日
か
ら
開
幕
す
る
総
理
大

臣
杯
全
日
本
大
学
サ
ッ
カ
ー

ト
ー
ナ
メ
ン
ト
で
２
０
０
９
年

以
来
の
全
国
制
覇
を
目
指
す
。

　

ア
サ
ヒ
コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン

（
旧
日
本
ゴ
ム
）
社
長
に
佐
藤

さ
ん
（
経
53
）　
久
留
米
市
洗

町
に
本
社
を
置
く
（
株
）
ア
サ

ヒ
コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン
の
社
長

に
、
専
務
で
営
業
・
商
品
本
部

長
だ
っ
た
母
校
出
身
の
佐
藤
栄

一
郎
さ
ん
（
経
53
）
が
就
任
し

た
。
三
月
末
の
株
主
総
会
・
取

締
役
会
で
決
ま
っ
た
。
同
社
は

旧
日
本
ゴ
ム
で
、
明
治
二
十
五

年
創
業
。
ゴ
ム
履
き
物
や
革
靴

製
造
、
販
売
の
し
に
せ
。

　

小
石
原
焼
の
福
島
さ
ん
（
経

57
）
が
紫
綬
褒
章　
叙
勲
を
受

け
る
卒
業
生
が
増
え
る
中
、
学

術
・
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
で
顕
著

な
功
績
が
あ
っ
た
人
を
た
た
え

る
今
春
の
紫
綬
褒
章
に
母
校
出

身
で
小
石
原
焼
窯
元
の
福
島
善

三
さ
ん
（
経
57
）
が
選
ば
れ
た
。

小
石
原
焼
で
は
初
め
て
。

　
「
卒
業
生
の
集
い
」
と
称
し
て
母
校
と
有
信
会
が
共
催
で
開
催
す
る
第
十
三
回
ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ

デ
ー
が
今
年
も
十
一
月
三
日
（
文
化
の
日
）
に
行
わ
れ
る
。
キ
ャ
ン
パ
ス
内
の
六
十
周
年
記
念
館
ヘ

リ
オ
ス
ホ
ー
ル
で
講
演
会
な
ど
が
あ
る
。
当
日
は
三
日
間
に
わ
た
っ
て
開
催
さ
れ
る
学
生
た
ち
の
イ

ベ
ン
ト
「
七
隈
祭
」
の
最
終
日
で
、
先
着
二
百
五
十
人
に
は
バ
ザ
ー
ク
ー
ポ
ン
券
や
記
念
品
も
贈
ら

れ
る
。

た
話
を
予
定
し
て
い
る
。
こ
の

あ
と
学
生
た
ち
の
マ
ン
ド
リ
ン

ク
ラ
ブ
に
よ
る
演
奏
な
ど
も
行

わ
れ
、
参
加
者
を
楽
し
ま
せ
て

く
れ
る
。

　

講
演
す
る
樋
口
教
授
は
北
九

　

恒
例
の
有
信
チ
ャ
リ
テ
ィ
ゴ

ル
フ
大
会
が
今
年
で
八
十
回
目

を
迎
え
、
十
月
三
日
（
金
）
午

前
八
時
か
ら
小
郡
市
三
沢
の
小

郡
カ
ン
ツ
リ
ー
倶
楽
部
で
行
わ

れ
る
。
18
ホ
ー
ル
ス
ト
ロ
ー
ク

プ
レ
イ
Ｗ
ペ
リ
ア
方
式
。
参
加

者
三
百
人
を
募
集
中
。
八
月
三

十
日
締
切
り
。
申
し
込
み
は
有

信
会
事
務
局
。
参
加
者
た
ち
か

ら
集
ま
っ
た
募
金
は
福
岡
市
西

区
今
津
の
社
会
福
祉
法
人
・
野

の
花
学
園
に
贈
ら
れ
る
。

　

ま
た
、
女
性
の
卒
業
生
た
ち

が
交
流
を
深
め
る
二
十
六
年
度

レ
デ
ィ
ー
ズ
ク
ラ
ブ
の
つ
ど
い

は
十
一
月
十
五
日
（
土
）
午
後

零
時
半
か
ら
福
岡
市
中
央
区
の

福
岡
国
際
ホ
ー
ル
で
開
か
れ

る
。
講
演
会
が
あ
り
、
福
岡
大

学
筑
紫
病
院
の
向
野
利
寛
病
院

長
を
講
師
に
予
定
。
演
題
は
未

定
。
会
費
は
三
千
円
。

州
市
若
松
区
の
エ
コ
タ
ウ
ン
で

資
源
循
環
に
よ
る
都
市
環
境
づ

く
り
の
学
術
研
究
を
行
っ
て
い

る
。
処
理
処
分
の
実
証
実
験
で

得
た
洗
浄
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
生
か

し
、
福
島
第
一
原
発
事
故
で
発

生
し
た
放
射
性
廃
棄
物
か
ら
セ

シ
ウ
ム
の
除
去
に
も
成
功
。
被

災
地
で
の
活
用
が
期
待
さ
れ
て

い
る
。

　

先
着
者
に
贈
ら
れ
る
バ
ザ
ー

ク
ー
ポ
ン
券
は
千
円
相
当
。
七

隈
祭
の
会
場
で
使
え
る
。
会
場

に
は
百
数
十
に
上
る
学
生
た
ち

の
模
擬
店
が
出
て
い
る
。ま
た
、

記
念
品
は
ス
テ
ン
レ
ス
製
真
空

二
重
の
マ
グ
カ
ッ
プ
。
結
露
し

に
く
く
、
冷
温
と
も
温
度
が
長

持
ち
す
る
優
れ
物
。
重
宝
さ
れ

そ
う
だ
。

　
「
有
信
」
１
４
４
号
の
四
頁

「
新
体
操
競
技
部
が
20
周
年
」

の
記
事
中
、歴
代
部
長
名
に「
林

豊
子
氏
」
と
あ
る
の
は
「
林
弘

子
氏
」
の
間
違
い
で
し
た
。
お

詫
び
し
て
訂
正
い
た
し
ま
す
。

お
詫
び
と
訂
正

　

学
部
同
窓
会
関
係
で
は
、
医

学
部
同
窓
会
総
会
が
七
月
五

日
、
経
済
学
部
同
窓
会
総
会
も

七
月
十
九
日
に
行
わ
れ
、
商
学

部
同
窓
会
総
会
が
九
月
二
十
七

日
（
土
）
午
後
六
時
半
か
ら
福

岡
市
中
央
区
の
ホ
テ
ル
ニ
ュ
ー

オ
ー
タ
ニ
博
多
で
催
さ
れ
る
。

総
会
の
あ
と
懇
親
会
。
会
費
は

六
千
円
。
多
数
の
参
加
者
を

募
っ
て
い
る
。

ホームカミングデーについて打ち合わせする大学側と
有信会役員ら

マグカップ

商
学
部
同
窓
会

は
9
／
27
予
定

卒
業
生
は
母
校
に
集
ま
ろ
う
！

第13回ホームカミングデー

レ
デ
ィ
ー
ズ
ク
ラ
ブ
の
つ
ど
い

チ
ャ
リ
テ
ィ
ゴ
ル
フ
80
回
大
会

10

11

3

15

11
3

今
年
も�

（
文
化
の
日
）

（12）第 145号 有　　　信


